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代表機関 国立大学法人島根大学
共同実施機関 公立大学法人島根県立大学

独立行政法人国立高等専門学校機構松江工業高等専門学校
独立行政法人国立高等専門学校機構米子工業高等専門学校



ネットワーク会議
各実施機関、協力機関の委員により構成

事業の統括
広く地域の知見を集め、地域・全国へ情報発信。

運営委員会
企画・立案

外部評価委員会
経済界・学会・官公庁
等の有識者により構成 協力

機関
拡大

島根大学長

（代表機関） （共同実施機関） （共同実施機関） （共同実施機関）
ダ
イ
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ー
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ィ
を
山
陰
全
域
に
波
及

ダイバーシティ推進委員会
議長：学長

理事、学部長、ダイバーシティ推進室長等により構成

SAN’INダイ
バーシティ推進
ネットワーク会
議事務局

医学部附属病院
ワークライフバランス

支援室

ダイバーシティ推進室
室長1名、副室長1名、各部局代表、コーディネーター

国際交流センター

大学教育センター

研究推進室
学内連携組織

専任コーディネーターが、
事業の進捗管理・支援

イノベーション創出機構
機構長：理事・副学長（学術研
究・イノベーション創出担当）

次世代たたら協創センター
センター長：Roger Reed 教授

（オックスフォード大学）

連携

TATARA Projectと
相互補完的に実施

学部・大学院

連携

協力 協力

保健管理センター

学生支援センター

協力機関

米子高専
振興協力会

看護職女性管理者
支援コンソーシアム

独立行政法人 国立高等専門学校機構

米子工業高等専門学校
独立行政法人 国立高等専門学校機構

松江工業高等専門学校

連携体制
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SAN’INダイバーシティ推進ネットワーク

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
代表機関のリーダーシップや、各連携機関の多様性と役割分担を踏まえた連携体制についてご説明ください。



優秀な
女性応募者
の増加

研究者を目指す
女性の増加

組織の意思決定
参画拡大上位職増加

▲
研究業績向上

女性教員
採用増加①

機関の
自己変革

現状

女性研究リーダーを持続的に育成・輩出する仕組みを構築
山陰全域のダイバーシティを牽引

本事業の目標・行動計画（概念図）

目標・行動計画の妥当性・効率性① 本事業の全体像

一般市民等

フィー
ドバッ
ク

意識啓発
情報共有

SAN’INダイバーシティ
推進ネットワーク（新設）

対話＆協働

地域産業の高度化

地域で活躍する
女性研究者の増加

支配的価値観の変化

本事業を駆動力として、
量だけでなく質も重視
する新段階へ転換

③ダイバーシティを受容し活かすことができる環境づくり

行動計画の４つの柱に沿った取組を、各機関全体として着実に実施

女性研究者
の裾野拡大
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ダイバーシ
ティ研究環境
の整備強化

１ 2
女性教員の
積極採用と
上位職登用

女性研究
リーダー育成
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2024年達成目標（島根大学）
女性教員比率 24％
新規採用女性教員比率 31％
自然科学分野の新規採用女性教員比率 25％
昇任教員の女性比率 23％
大学の意思決定に参画する女性数 10人
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女性研究者が活
躍できる仕組
み・土壌が不十
分

自然科学分野
の女性研究者
が少ない(16％)

大学の意思決定
に参画する女性
が少ない(7人)

上位職で活躍す
る女性研究者が
少ない(教授12％)

女性教員比率は
大きく改善
（22％）

ダイバーシティを受容
できない均質な環境

②地域全体で 対話を促進

仕組みが根を張り定着

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１．目標は、各連携機関・部局等ごとの現状を分析した上で、機関や地域・分野の特色を踏まえ、それぞれの機関全体として掲げたものであり、女性研究者の活躍推進に加え、女性研究者を含む若手研究者の育成・確保をはじめ総合的なキャリアマネジメントに向け、意欲的かつ達成可能なものとして具体的に定められていること、また、行動計画は、目標の達成に向けて、意欲的かつ具体的なものであり、連携機関はもとより、他の機関を含めた地域や分野へ波及し、相乗効果を生み出すものであり、ダイバーシティ研究環境を実現する取組を牽引しうるものとなっていることをご説明ください。 



SAN’INダイバーシティ推進ネットワーク（新設）

看護職女性管理者
支援コンソーシアム

米子高専
振興協力会

地域産業の高度化

Synergy

女性研究者が活躍する山陰の未来を先導
支配的価値観の変化
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独立行政法人 国立高等専門学校機構

米子工業高等専門学校
独立行政法人 国立高等専門学校機構

松江工業高等専門学校

Innovation
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